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1. はじめに 

 本稿は，国土レベルでの土地評価技術の動向に

関する調査研究の一環で行った，欧州での類似技

術についての基礎的検討結果を述べるものであ

る． 

経済・社会状況の変化，人口の減少と高齢化等

の進展，気候変動による新たな災害リスクの増大，

食料自給率の低下などにより，国土構造やそれを

支える土地利用計画をめぐる状況は大きな転機

を迎えている．土地利用計画の観点からは，これ

までの開発必要量や開発と保全バランスといっ

た需要面からの土地利用コントロールだけでは

なく，その場所のQOLや安全安心性能・環境性能，

農業面での生産性などの供給面からの土地特

性・機能を勘案したより統合的視点からの土地利

用コントロール手法が必要となってくる．このた

めには，需要側からの計画理論と同様に，供給側

となる土地についてのきめ細かで多様な観点を

加味した科学的・客観的な評価技術・手法が求め

られる． 

日本国内における土地や土地利用に関しての

評価技術は，不動産価値評価などの経済性を中心

とした技術，国土利用計画における土地分級手法

などは成熟している．しかし，これらの新たな課

題に対する適用性についての検討，また統一基準

による国土レベルでの検討事例は管見では見ら

れない． 

一方，海外では，計画を企図した国土レベルで

の土地利用を総合的に評価する技術が成熟した

先行事例が見られる．これらの海外の先行技術を，

土地・土地利用に関する法体系やデータ整備状況

等の異なるわが国でどこまで参考にできるかと

いう視点からの検討も管見では見られない． 

こうしたモチベーションより，より科学的・客

観的で新たな課題にも対応可能な土地評価技術

の検討の一環として，海外における土地や土地利

用に関わる評価技術動向の把握，海外の先行的技

術体系のわが国での適応・応用可能性の検証等を
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実施している．以下では，その検討の一環として

実施した調査を元に，欧州における先行事例の文

献調査の整理を目的として，対象事例の整理，事

例の詳細・比較，今後の課題について概要を整理

する． 

 

2. 検討方法 

 まず，調査対象の位置づけについて整理する

（図-1）．今回の調査では，まず国土全域を対象と

した，いわゆる「空間構造」「空間計画」などの

検討・策定などにおいて，土地・土地利用などの

観点からの現状を評価，計測・計量している事例

を対象とした． 

次に，土地・土地利用などにおける「評価」の

位置づけとしては，現状評価(Analysis，Monitor），

適 性 ・ 潜 在 適 性 評 価 （ Evaluation ，

Classification），シナリオ評価（Scenario based 

Assessment），開発行為前評価(Development Plan 

Based Assessment)の 4 つが考えられる．本調査

では，現状評価，適性・潜在適性評価を中心に，

シナリオ評価までを調査対象とすることとした． 

これらの位置づけから，収集した事例を表-1 に

示す．各事例に対する情報収集は，以下の 17 項

目について行った． 

■基本事項：①背景，②目的，③評価実施主体，

④制度的位置づけ・根拠法等 

■手法の概要：⑤評価対象空間範囲，⑥土地評価

手法，⑦土地評価指標，⑧土地・ランドスケー

プ分類，⑨土地評価出力，⑩データソース 

■実例の概要：⑪空間分析設定，⑫評価対象地域，

⑬評価年次・評価期間，⑭施策入力，⑮評価シ

ナリオ，⑯評価結果，⑰計画への活用状況 

 

3. 主な事例の整理と比較 

ここでは，前章での調査対象のうち，各国の特

徴的な手法事例について整理を行ったのち，対象

事例の横断的な比較を試みる． 

 

3.1 英国：ランドスケープ特性評価（ＬＣＡ） 

 英国を含むヨーロッパの多くの国にとって，ラ

ンドスケープという用語は，景色や風景，景観の

みではなく，均質な特性を持った土地領域単位を

表す概念として使われている．英国のＬＣＡは，

地域ランドスケープの特性を明確に分析する科

学的手法として確立しているが，その評価の特徴

は評価基準が土地の機能・潜在力や適性の良し悪

しによる価値等級（Evaluation, Classification)では

なく，他の土地とを明確に区別する違いを科学的

に分析すること，つまり土地の特性を把握

（Analysis，Monitor）し，その基礎目録(Baseline 

Inventory)を作成することが評価の目的になって

いる．従って，評価の最終成果は，特性エリア，

特性タイプ，特性描写の３つになる． 
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表-1 調査対象手法・事例 

国 調査事例 文献等
イギリス ランドスケープ特性評価 芮京禄（2011）、Landscape

Europe(2005)、The Countryside
Agency/Scottish Natural Heritage(2002)

持続可能なオランダプロジェクト 国土技術政策総合研究所・ドーコン（2009）
ロケーション・ファインダー A.C.M. de Nijs, R. Kuiper(2006)
領域生成法を用いた景観特性分析 André Jellema et.al. (2009)
ランドスケープ評価 Landscape Europe(2005)
サクソニーにおける景観分類 Olad Bastian(2000)

オランダ

ドイツ

 



 

英国におけるランドスケープ（土地）の価値は

「多様性」にあって，図-2 のように国・州・カウ

ンティレベルの特性領域をエリア指定し，その特

性を保全・管理・計画する方針を各指定主体がラ

ンドスケープストラテジとして策定することを

一つの目標としている．また，ＬＣＡ評価結果

（例：図-2，図-3）そのものは，開発・保全の適

地選定，環境影響評価，開発による景観・視覚影

響評価，ランドスケープ脆弱性分析，キャパシテ

ィ判定，気候変動影響評価などに活用される． 

 

3.2 オランダ：ロケーション・ファインダー 

 オランダでは，従来から都市化の発展，集約農

業，その他土地利用法において，土壌，水，自然，

インフラ上の条件を十分に考慮せずにきたこと

が指摘され，これらを総合的に検討した持続可能

な土地利用施策が必要性とされている．これらの

問題意識の下，オランダ環境自然計画局（MNP）

は，経済，環境，空間，社会文化などの様々な社

会特性の比較評価にあたって，エコロジカルな観

点を重視した環境，自然，風景や水に関連する空

間開発に取り組んできた．その中でも 2000 年代

初頭，いくつかの空間評価支援技術の研究を実施

しており，その中でもロケーション・ファインダ

ーは，以下を提供することを目的としている． 

・環境，自然，風景を考慮に入れた都市化ロケー

ションの選択に対するレイヤー・アプローチの開

発 

・空間計画策定や計画評価時のレイヤー・アプロ

ーチ適用に関する協議への貢献 

・空間開発の選択的モニタリングへの貢献 

また，政府は，市や州が空間整序，空間設計に

おいてこれまで以上に土地を意識するように奨

励しており，内容は以下のように位置づけられて

いる． 

①『Beleidsbrief Bodem』（土壌政策書）では，土

地に関する側面が計画に十分組み入れられるよ

う，様々な行政機関との連携強化を表明している

（2005 年には市街地計画に関する注意項目リス

トを作成）． 

②『Nota Ruimte』（空間覚書）の実施工程で，ヨ

ーロッパ基準レベルで実施される「戦略的環境ア

セスメント」と，既存のオランダの空間に関する

主な評価結果との調整の必要性を検討する予定

特性エリア 
(国/地域レベル) 
 
ジョイント特性エリア 36 – サウスペニンズ 
(The Character of England より) 
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(カウンティ/ 
  地区レベル) 
 
荒れ地の丘陵 

特性タイプ 
(カウンティ/ 
    地区レベル) 
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特性エリア 
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ロンバルド丘陵 
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(局地的レベル) 
 
1. 高地荒れ地の頂上 
2. 草で覆われた荒れ地縁辺 
3. 複合的荒れ地モザイク 

特性エリア 
(仮定) 
(局地的レベル)
 
ロンバルド頂上 

 

図-2 イギリスのＬＣＡ評価のエリア設定 

 

 

図-3 イギリスの LCA エリアマップ（国レベル）



である．以上のように，土地を意識した空間計画

が，内閣の「土壌政策書」における土地レイヤー

の計画の組み入れに関する各行政機関との協力，

「空間覚書」戦略的環境アセスと既存調査の調整

のための評価システムとして位置づけられてい

る． 

こうした背景・目的に対し，ロケーション・フ

ァインダーは，「レイヤー・アプローチ」に基づ

いた評価手法を提供している．簡単に言えば，各

土地（ロケーション）の相対的適切性を，シナリ

オごとの設定（重み付けに類するものと思われ

る）に基づいて算出したロケーション特性の加重

和によって決定する手法である．多様なロケーシ

ョン特性は，どの地域が更なる都市化に適切かを

示す地図の形で表現され，レイヤーとして GIS デ

ータ化されている．どのロケーション特性を選び，

各特徴をどのように加重するかについては，価値

指向に基づいて政治的選択がなされるものであ

り，科学的，客観的な方法で定められる．加重和

に基づいて，相対的に適切なロケーションが選択

され，都市化可能ロケーションの探索エリアとし

て地図に表示される． 

 

3.3 ドイツ：ランドスケープ評価 

ドイツは，従来「欧州生物およびランドスケー

プ多様性戦略」などの自然環境の保全に努めてき

た歴史があり，ランドスケープ評価も生物的要因

と土地利用を中心としたものになっている．また，

連邦政府制になっているドイツのランドスケー

プ(土地）の保全・管理・計画方針は，各地方政

府の地域計画（Ｆプラン，Ｌプラン）と連動して

作成されていて，全国ベースで同一の基準による

土地評価自体が最近までなかった．よって，ドイ

ツの連邦自然保護局（BfN)は，国土全域を対象に

ランドスケープの保全価値を定義する目的でラ

ンドスケープ評価の研究プロジェクトを実施し

た．図-4 は，その結果導出されたランドスケープ

タイプとそのエリアであり，24 のタイプと 6つの 

地理的地域が設定され，855 のエリアで全国が

区分されている． 

この結果をベースに，59 の人口密集エリアを除

いたエリアの保全価値が判断され，401 エリア(国

土の 48．2％）に保存価値があると判断された．

また，保全価値は 3 等級(保全価値が大きい，保

全価値があり，保全価値はあるが懸念材料がある

エリア）に分かれており，各ランドスケープの分

析・既存計画資料や想定される脅威がまとめられ，

保護のための法案が提唱されている． 

英国とドイツのランドスケープ評価の違いは，

英国がランドスケープの純粋な特性を明確にす

る(分析する)目的で，自然的・文化的・視覚的特

性(違い)をベースにエリア設定することに対し

て，ドイツは保全・保護価値に関わる自然的特性

がエリア設定の主な基準になっている所にある．

つまり，イギリスにおける全国レベルのエリアは，

価値概念が内包されていない空間単位（各主体の

政策立案のための）であるとしたら，ドイツのエ

リアには保全に関わる価値概念が内包されてい

図-4 ドイツのランドスケープ評価結果(2004) 

 



る空間単位である違いがある．また，英国は図-2

でみるように評価レベルが国・カウンティ・ロー

カル単位で入れ子状の分析が続くため，よりきめ

細かな評価が可能といえる． 

3.4 比較考察 

以上の事例を含め，今回対象とした手法を横断

的に理解するために，比較表（表-2）を作成し，

横断的な比較を試みた．ここでは紙幅の関係で，

表-2 手法の比較（試行） 
ランドスケープ特性評価 持続可能なオランダプロジェクト ロケーション・ファインダー 領域生成法を用いた景観特性分析 ランドスケープ評価 サクソニーにおける景観分類
・イギリス ・オランダ ・オランダ ・オランダ ・ドイツ ・ドイツ
・1970年代からの景観評価、景観アセスメント等の
ランドスケープ評価に関する継続的な取り組みの
歴史
・特性を価値判断から独立させる考え方への移行

・都市内緑地の減少
・ポルダー（干拓地）景観の消失
・自然地ネットワークの形成の必要性

・土壌、水、自然、インフラ上の条件を十分に考慮し
ない都市化の発展、集約農業、その他土地利用法
の進展に対する持続可能な土地利用施策の必要
性

・単一機能的農業景観から多機能的景観（非生産
的機能（例：生物多様性、住居、レクリエーション、
ヘルスケア）が農業と結合される農業景観）への発
展

・1950年代より自然単位についての類型、マップ作
成を実施

・空間計画における景観ビジョンの重要性
・サクソニーの地域マスタープランにおける景観生
態学的区別の不足

・様々な構成要素が組み合わされ場所性と識別性
を与えるランドスケープ特性を識別する体系的手法
の開発
・十分な保全措置を施していない地方指定ランドス
ケープ保全施策・指定への正当性の付加

・オランダの持続可能性に関する、土地利用予測
に基づく以下の評価
①空間軸におけるオランダとその他の国のエネル
ギーに関する評価
②時間軸における現在と将来の国内の空間に関
する評価

・環境、自然、風景を考慮に入れた都市化ロケー
ションの選択に対するレイヤー・アプローチの開発
・空間計画へのレイヤー・アプローチ適用に関する
協議への貢献
・計画評価時へのレイヤー・アプローチ適用に関す
る協議への貢献
・空間開発の選択的モニタリングへの貢献

・多機能的景観への発展を考慮するための景観特
性の計測および定量化し、それらの質を評価する
方法の開発
・領域成長法の技術を空間パターン分析に基づく
新たな景観特性分析方法の開発に利用し、領域成
長法の適用範囲を拡大

・ランドスケープの適切な保全、管理、計画の方向
性の策定
・各種開発計画への展開

・より詳細な空間単位を基礎とした景観区分法の
考案
・社会的及び生態学的側面を総合的に考慮した将
来の景観開発の目標策定への貢献

・国、州、カウンティ ・オランダ環境評価局（オランダ政府からの委託） オランダ環境自然計画局（MNP） ・ワーカニンゲン大学（研究） ・連邦自然保護機構 ・サクソン科学機構（研究）
・欧州ランドスケープ条約
・ランドスケープ特性評価ガイダンス

・ＥＵレベルの自然保護ガイドライン
・持続可能性に関する諮問

・「土壌政策書」（内閣）：土地レイヤーの計画への
組み入れに関する各行政機関との協力
・「空間覚書」（内閣）：戦略的環境アセスと既存調
査の調整のためのテストシステム

・なし ・ドイツ連邦自然保護機関の研究開発プロジェクト
に従い、標準化された方法が定められている

・なし

・国／地域レベル
・カウンティ／地区レベル
・局地的レベル

・国土全域 ・国土全域 ・地域 ・国土全域 ・地域

手法・
モデル

・ランドスケープ特性評価（特性別分級） ・土地利用スキャナー ・レイヤー・アプローチ ・GISを用いた領域成長法分析 ・ランドスケープ特性評価（特性別分級） ・景観生態学的属性の精緻化アルゴリズム

評価
手法
の概要

・特性把握プロセス
①範囲の特定
②机上調査
③現地調査
④区分と記述
・判定プロセス
⑤判定方法の決定
⑥判定

・土地利用現況、適正マップ（政策マップ、距離関
係マップ、物理環境マップの３分野）、専門家判断
等に基づく地域的要求、TIGRIS XLモデル（土地利
用－交通モデル）を用いた立地分布予測結果等を
用いた多項ロジット分析により、将来土地利用パ
ターンを分析する。

・多様なロケーション特性をレイヤーとしてGISデー
タ化
・ロケーションの都市化に対する相対的適切性
を、、シナリオごとの加重基準セットに基づいて算出
したロケーションの特性の加重和により決定
・相対的に適切なロケーションが選択され、都市化
可能ロケーションの探索エリアとして地図に表示

・土地利用に関するGIS空間データセット（ラスタ、
ベクタ）を構築
・GISデータセットよりRAGデータを作成し、領域生
成法を適用して空間分割を実施して図形化
・属性の平均値等を用いて景観特性の特徴付けを
行い分類
・実際の景観と理想的な景観設定の類似度を分析
・領域成長法による分類と専門家意見等による外
部参照値を比較し、一致度を検証

・GISベースの境界抽出、分析、解釈
・予備評価：保存価値の高いランドスケープの決定
・ランドスケープ断片化のレベル評価

・以下の手順で評価を実施する
①選択する参照単位の定義づけ
②地図化
③特徴付け
④具体的な景観機能の分析
⑤脅威／リスク分析
⑥景観特性及び機能に関する目標設定、
⑦景観生態学的目標の統合及び一般化（同等ま
たは同様の目標／ビジョンを有する景観単位の分
類）

評価
指標数

・評価指標数に関する明確な記述なし ・なし ・38のロケーション特性 ・16 ・評価指標数に関する明確な記述なし ・8

評価
指標
内容

・自然的要素
　：地質、地形、土壌、植生、森林、河川・排水シス
テム、土地被覆状況等
・人文的要素
　：土地利用パターン、居住地パターン、ランドス
ケープの歴史性等

・多項ロジット分析のため明確な評価指標の設定
なし
・多項ロジット分析の説明変数となる各データが評
価指標に相当

・以下のロケーション特性
・風景：風景価値、国家的風景、UNESCO地域、既
建設地までの距離等
・水：海岸地域、川辺低地等、堤防保護地、採水
地、地下水保護地、浸透地、洪水確率、泥炭地等
・自然：既存自然、自然価値、生態系主構造、鳥
類・生息環境指定地域、自然保護法地域、自然保
護地帯接続、生態系主構造水理影響地帯
・空間政策：集中地域、緩衝地帯
・環境：外部安全性、騒音一般、騒音スキポール、
二酸化窒素、浮遊粒子状物質、オゾン
・インフラ：通勤利便性

①面積／②形状／③湿性要素／④乾燥性要素／
⑤木の列／⑥Singles／⑦生垣
／⑧配置／⑨草地／⑩トウモロコシ畑／⑪その他
の穀物／⑫森林
／⑬水のある景観／⑭都市／⑮自然／⑯アシ

・土壌、土地被覆、文化的及び歴史的展開、ランド
スケープ構造等
・詳細不明

・【土壌】①生物学的算出可能性／②土壌浸食耐
性
・【水収支】③流去水制御／④地下水涵養／⑤地
下水保護
・【気候／大気】⑥生物気候学的制御
・【生態】⑦生息地機能
・【景観／レクリエーション】⑧レクリエーション可能
性（多様性、自然、特徴的機能）

分類数 ・ランドスケープ特性タイプ
・イングランド：79包括的特性タイプ、587特性タイプ
・スコットランド：366特性タイプ

・12タイプ ・なし ・13 ・24ランドスケープタイプ ・14（包括的土壌および水に関する5機能の場合）

分類
項目

・自然地理学的属性、土地被覆、文化的パターン
による組み合わせ（イングランド）
・自然地理学的属性：高丘陵地／低丘陵地／高地
渓谷／中間地域／低地
・土地被覆：湿地／荒地／白亜および石灰岩／そ
の他の軽鬆土／粘土地／その他の重粘土
・文化的パターン：古木のある林地／樹木のある私
有地／二次林／分散した樹木のない荒地／集落
のある林地／湿地及び樹木のない荒地／集落が
ない空地／炭田／都市部

・居住地／森林／温室栽培／レクリエーション／原
野／空港／鉱業／砂丘／地表水／耕作地・果樹
園・牧場／ヒースランド／北海

・なし ・A：都市／B：草地のある都市／C：木々が並ぶ開
けた土地／D：「Singels」のある開けた土地／E：乾
燥性線形要素のない開けた土地／F：水のある地
域／G：森林／H：自然／I：細く伸びた空間的配置
の「Singels」湿地／J：細く伸びた空間的配置の
「Singels」乾燥地／K：「Dykswal」／L：四角い配置
の「Singels」乾燥地1／M：四角い配置の「Singels」
乾燥地2

・1. 沿岸景観：　北海沿岸／バルト海沿岸／岩場
の海岸線（ヘルゴランド）
・2. 森林及び樹林地景観：森林のみ／水環境のあ
る森林／ヒースまたは芝生／豊かな草原／森林の
組み合わせ／その他の森林
・3. 豊かな文化的景観：樹木が茂った文化的景観
／水辺の文化的景観／荒地の文化的景観／ヒー
スまたは芝生の文化的景観／ワイン畑の文化的
景観／木立または草原の文化的景観／木立また
は丘陵の文化的景観／山岳地の文化的景観／豊
かな文化的景観／果樹園の文化的景観
・4. 開かれた文化的景観：　草原の開かれた文化
的景観／丘陵の開かれた文化的景観／その他の
開かれた文化的景観
・5. 鉱山
・6. 人口密集地域

・農業のための生産的土壌の保護（S）、土壌侵食
に対する対処（E）、流去水制御の改善（R）、廃棄
物による影響の回避（H）、高い地下水涵養量の維
持（W）の5つの組み合わせ

・特性エリアの基礎目録（マップ、記述）
・特性エリア（同質な特性を持つエリア）
・特性タイプ（特性と場所によるタイプ）
・特性描写（特性を表す記述）

・将来土地利用パターンに関する適正マップ ・各評価シナリオの加重基準に基づいた都市化に
比較的適切とされるロケーションのマップ

・対象領域が領域分割され、それぞれの領域に対
して景観分類を持つマップ

・ランドスケープタイプが記載されたランドスケープタ
イプマップ

・55シートから成る1:50,000縮尺の地図
・景観単位ごとの景観機能、開発目標（文章）

・既存の指定区域、地質、地域特有の建築物、歴
史、野生動植物の保護・保全に関する資料
・法定開発計画、地域計画、森林計画、観光計画
等に関する公的文書、政策資料
・地図、空中写真
・現地調査結果（眺望写真、スケッチ、専門家の調
査結果（チェックリスト））

・水的環境、土壌環境等のGISデータ
・農業経済データ等各種統計データ
・専門家知識に基づいた予測
・土地、地物、活動主体、雇用数、人口動態に関す
る既存統計データ
・住宅市場調査結果
・交通アクセシビリティに関する時系列データ

・政策地図
・土壌図、河川流域図、植生図等
・モデル計算結果資料
等

・領域生成用データセット：小規模の地形マップ
（Top10 Vector），LGNオランダ土地利用マップ
・外部参照値：４名の地域専門家により提供された
情報

・土地利用データ：衛星画像（CORINE土地被覆
データ、縮尺：20万分の1）
・自然境界：自然ランドスケープ分類（文献資料，マ
イネン＆シュミットヒューゼン，1962）
・土壌被覆データ
・文化的、歴史的展開、ランドスケープ構造に関す
る追加基準
・地形図（20万分の１）

・ 土壌マップ（農地1：25,000、森林地1：10,000）
・ 地理学的マップ、水分地質学的マップ
・ ビオトープマップ、土地利用マップ
・ 既存の景観マップ

空間
分析
単位

・評価対象空間範囲によって異なる縮尺設定
・最小空間分析単位のデータは10mまたは5mの分
解能を持つ地形・地勢データ

・100mグリッド
・立地はTIGRIS XLモデルにおいて1308交通ゾー
ンで分析され、100mグリッドにフィードバックされる

・グリッド（記載がないため、結果結果図から判断） ・領域生成時の分析要素は領域隣接グラフ（RAG）
であり、ノードベースの分析
RAG＝（V：セットノード，A：ノード間近接性，W：ノー
ド間相違）
・景観分類においては、内部生成された132領域が
空間分析単位

・約1000 ・「Microchores」（空間参照単位）：平均サイズは
12km2（3～30km2）

縮尺 ・国：1/250,000
・州：1/50,000または1/25,000
・カウンティ：1/10,000

・設定なし ・設定なし ・設定なし ・1/1,000,000 ・1/50000

・イングランド、スコットランド、北アイルランド、
ウェールズ

・オランダ国土全域 ・オランダ国土全域 ・オランダ北部フリージアン森林地帯 ・ドイツ国土全域 ・西ラウジッツの丘陵及び山岳地帯（ドイツ：サクソ
ニー地域）

・現況評価
・イングランド：1996年（イギリス自然保護機構）、
1998年～（地方環境局）
・スコットランド：1990年代半ば～
・北アイルランド：2000年
・ウェールズ：1994年

・２０～４０年後の将来予測 ・シナリオごとの将来評価
・明確な対象年次は設定されていない
・ゾーン間移動時間は2010年、土地利用は2030年
まで、人口変動は2050年までの将来予測データ用
いて分析されている

・現況評価
・評価年次は不明

・現況評価
・2004年（最新年次）

・現況評価
・2000年

・法定開発計画、地域計画、森林計画等 ・土地利用施策：住宅計画、土地利用計画
・交通施策：道路建設、混雑税、公共交通改善、道
路改善

・鳥類生息環境指令地域、自然保護法地域、
UNESCO地域、Belvedere地域等

・なし ・地域計画
・ランドスケープ計画

・地域マスタープランにおけるインフラ開発プロジェ
クト

・なし ・以下のそれぞれを重視した場合の６つのシナリオ
＋トレンドシナリオ
①気候変動と安全性
②自然環境保護
③都市のコンパクト化
④国際企業誘致
⑤住環境整備
⑥景観・観光・レクリエーション

・グローバル化／地域化、および効率性／連帯性
の2軸を考慮した以下の4つの評価シナリオ
　A1：世界市場
　A2：安全地域
　B1：世界的連携
　B2：福祉地域

・なし ・なし ・なし

・イングランド：159田園特性エリア区分(1996)
・スコットランド：3,967特性エリア、366特性タイプ
・北アイルランド：130特性エリア

・１１指標（洪水安全性、気象変動への順応性等）
についてスコアを付けた適正マップをシナリオごと
に作成し、各指標の算出結果をもとに４段階にスコ
ア化して、指標の改善度に関する比較を実施
・政策評価結果は以下の通り
1)コンパクトな都市化が長期的には自然、景観、気
象変動に対する悪影響が少ない
2)住宅や交通等既存の分野別政策の統合、一貫
性の必要性
3)地方分権化は、気象変動、農地から住宅地への
転換といった分野に対して望ましくない

・ケースごとに以下の場所が都市化に適切な場所
とされた
　A1、A2：ランドスタット
　A1：アムステルダムの南側、ライツェ・ライン／ライ
ネンブルフ
　A4：デンハーグ～ライデン、デルフト～ロッテルダ
ム
　A2：上記に加えロッテルダム～ゴーダ～ボデフ
ラーヴェン～ユトレヒト、ヘルダーマルセン周辺
　B1、B2：北ブラバント、ヘルダーラントとトゥエンテ
の集中地域
　B1：上記加えてアルメール

・132の領域から構成される領域分割結果が得ら
れ、13タイプの領域分類結果が得られた。
・領域成長法による分類結果は、専門家による分
類結果と高い一致度が得られた

・合計401のランドスケープに保存価値があり、保
存価値の大きい地域（85ランドスケープ）、単に保
存価値がある地域（76ランドスケープ）、保存価値
はあるものの不足がある地域（240ランドスケープ）
があることが判明

・包括的土壌および水に関する5つの機能について
評価した結果より、各参照単位で必要とされる目標
が明らかとなっている
・参照単位ごとの景観機能、目標のリストより、理
想的な景観特性が要約されている

・ランドスケープのモニタリング
・ランドスケープキャパシティ分析、環境影響評価
・ランドスケープ戦略（保全管理、再生、創造など）
・気候変動、グリーンインフラストラクチャ戦略、再
生エネルギー政策

・国土計画策定時の検討材料として利用 ・具体的な計画への活用はなし
・空間計画や計画評価時への貢献、空間開発の選
択的モニタリングへの貢献等が目的とされている

・計画への活用はなされていないが、景観計画プ
ロセスの分析段階と調査段階において、利害関係
者の様々な見解を探るツールや、景観パターンを
定量的に評価するためのツールとして有効である
とされている

・各ランドスケープについて分析された資料及び計
画において列挙された関連性のある全ての脅威が
まとめられ、保護法案が提唱された。

・活用はされていないが、サクソニーの景観プログ
ラムの精緻化、次期サクソニー地域マスタープラン
への反映、開発のための国家マスタープランへの
反映等が希望されている

評価実施主体
制度的位置づけ、
根拠法等

背景

目的

調査事例
国

土地利用評価出力

データソース

土地利用
評価指標

土地利用・
景観分類

評価対象空間範囲

土地利用
評価手法

計画への活用状況

評価シナリオ

評価結果

評価年次および
評価期間

施策入力

空間分析
設定

評価事例の対象地域



特に，手法の位置づけと，データソースについて

外観する． 

位置づけとして各事例の目的を見てみると，土

地特性・潜在力等による「土地分類」と政策目標

による「適地評価」に大別される．前者は，イギ

リスおよびドイツのランドスケープ特性評価，領

域生成法を用いたランドスケープ特性分析，ザク

ソニーのランドスケープ分類があたり，後者は，

施策やシナリオベースに土地利用を評価する持

続可能なオランダプロジェクトおよびロケーシ

ョン・ファインダーがあたる．また，実際に手法

適用の観点からみると，前章であげたイギリス，

オランダ，ドイツの事例は，各国の国・地方政府

が中心に調査し，すでに実施しているものである

が，その他は研究的側面が強い． 

データソース（表-3）は事例によって様々であ

るが，一般的に土壌，土地被覆，水環境に関する

データが利用されている．これら自然環境は，簡

単に変わることのないため，評価の長期的な有効

性を高めるために使われるとしている．また，評

価過程に物理的・客観的データのみで評価される

傾向は，ドイツにおいて顕著であるが，土地の特

性を記述する，空中写真を利用してエリア設定を

行う，シナリオに合わせた分析の際に専門家等の

意見・判断が介入する事例もイギリス，オランダ

では見られた． 

 

4. まとめ 

 以上，欧州 3 カ国における土地評価技術の動向

について整理し，比較を試みた． 

 調査対象，調査内容のさらなるブラッシュアッ

プが必要だが，いずれの事例においても，国土レ

ベルでの評価における空間情報の利用は不可欠

であり，各国の状況に合わせた手法が編み出され

ていることがわかった．今後，これらの国におけ

る空間情報政策との関係，政策への反映状況など

もさらに検討に加えていく必要がある．これらは

機会を改めたい． 
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表-3 各手法におけるデータソースの整理 

ランドスケー

プ特性評価

持続可能なオ

ランダプロジェ

クト

ロケーション・

ファインダー

領域生成法を

用いた景観特

性分析

ランドスケー

プ評価

サクソニーに

おける景観分

類

イギリス オランダ オランダ オランダ ドイツ ドイツ

地図、地形図 ○ ○ ○ ○

空中写真 ○

衛星画像(土地被覆） ○

土壌図、地質図 ○ ○ ○ ○ ○

土地利用図 ○ ○ ○

自然、植生図 ○ ○

ビオトープ図 ○

水 環 境 図(河川 、採

水、地下水等）
○ ○ ○

人口、人口動態 ○

雇用 ○

建築物、地物 ○ ○

歴史 ○

農業 ○

景観特性図、資料 ○ ○ ○ ○

自然、生態系保護 ○ ○

指定区域 ○

地域計画 ○

その他政策図 ○

専門家判断 ○ ○

眺望写真、スケッチ ○

モデル計算結果 ○ ○

評価事例
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